





    

    102×６　～事件に豆腐を加えたら解決する～


    

    作者：高菜わさび

    


    

    概要：　豆腐さん、お疲れさまでした。今は引退された豆腐さんへの豆腐ネタを加筆修正したものです。がこちらの方ではまだ続けたいと思います。

    




    









    悪意は未然に食い止める。
    


　荷物を抱える青年が、豆大（とうだい）で最も人気のない凝固の講座にやってきた。


　「教授、お届けものです」


　「下山口くん、ありがとう」


　この部屋の主である木綿豆腐は例を言う。


　「待ちたまえ、その荷物について、一つ聞きたいことがあるんだが」


　「なんですか？」


　「いつもは事務の西田くんが持ってくると思うんだが」


　「西田さんは今日は風邪を引いてお休みです」


　「そうか…」


　「どうしましたか？西田さんはいつもそこの扉に入る前つまづいたりするから、またか…って顔するじゃないですか」


　「いや、まあ、そうだな」


　「たまには俺の顔で勘弁してください」


　「しかし、荷物はなんだ？」


　「あっ、奥様からです」


　「えっ？」


　「あれ？荷物が届くって聞いてませんでしたか？」


　「いや、…私は今、何を考えているか、説明をするとだな、その荷物の中身は洗剤だと思うんだ」


　下山口はクンクン嗅いでみる。



　「あっ、それっぽい臭いがします」


　「しかしだ、臭いは二種類ある」


　「鼻いいですね」


　「けども一つは酸性、一つはアルカリ性で、多分、蓋が緩い」


　「危なくないですか？」


　「危ないよ、両方とも、混ぜるな危険タイプのものだ」


　「えっ、待ってください、それだと…」


　そして、そこに西田のうっかりを加えると。


　「有毒ガスが発生して死ぬかもしれないね」


　「大げさじゃないですか？」


　「下山口くん、もうバイトの時間じゃないかな？」


　「あっ、そうですね、それでは荷物はここに置いていきますから」


　「では明日は遅刻しないようにね」


　「それでは失礼します」


　「あぁ…」


　下山口がいなくなった後、木綿豆腐はベリっとダンボールを開けると、わざと中身がこぼれるようにしてある、酸性とアルカリ性の洗剤が綺麗に並んでいた。


　「事故を故意に起こしたら事件になる…」


　豆腐は静かに呟いた。


　


　悪意を見つけたら食い止める、事件に豆腐を加えたら解決する












    唯一の方法
    


　「先生は、どうしてこの道を選んだのですか？」


　豆大（とうだい）で一番人気のない凝固の講座には、生徒が二名いるのだが、そのうちの一人、下山口の進路を聞いていたら、逆に質問された。


　「私か？…」


　まさかいきなり聞かれるとは思わなかったので、白い豆腐の頭はフル稼働する。




　「人間は悪だ」


　絹ごし豆腐の青丸がそういった。


　「そんなことはない」


　木綿豆腐のフクユタカは反論した。


　「だって豆腐をえり好みするじゃないか」


　「人間がいなければ、豆腐は生まれもしない」


　「決裂だな」


　「それでも、私は人間とも、お前とも上手くやっていきたい」


　「いつからそんなに甘くなったんだ？俺は地球と書いて、とうふと読ませるつもりだ」


　そして地表の七割を覆う海に、豆乳を投入し、海を豆腐に変えるのを夢みていた。


　「そんなの許されるはずがない」


　「それはお前が決めることじゃない」



　


　「そうだな…、私が教える側に立つ事は意外だった、元々そんな気はなかったからな、でもサチユタカは向いているよって言われて、そのまま来ちゃった感じかな」


　「運命ってわからないものですね」


　「そうだな…」


　


　


　木綿豆腐のサチユタカ教授は、下山口が書類を書いている間、窓から外の景色を見つめていた。


　（私は人ではないけども、もしもお前が人を傷つけるとしたら、私は人を守ろうと思うよ）


　それが決別した友と向き合う、唯一の方法だと思っていた。





　














    誰がキャベツを盗んだの？
    


　「彼は下山口尊志（しもやまぐち　たかし）くん、とても真面目で、すばらしい学生です」


　「話のわかる木綿豆腐のサチユタカ教授に、そこまで評価が高いとは、彼の名前は覚えて置かなければなりませんね」


　「私がこんなことを言うのはなんですが、彼が好奇心旺盛に、教授、可哀想ですよ、助けてあげましょうよと言わなかったら、私は探偵として活躍する事にはならなかったでしょう」


　


　


　「下山口くんも、教授も、事件、事件って言わないで、せっかくの温泉何だよ！楽しもうよ」


　豆大（とうだい）の一番人気のない凝固の講座、そこには二人の生徒がいて、一人は下山口尊志、そしてもう一人は居待理恵（いまち　りえ）である。


　「教授、居待さんがバカンスモードです」


　「ま…いつもの事だから」


　講座を休講すると、文句が出るので、生徒が二人だし、依頼があればどこでも赴くことにしていた。


　「つまり、村に出入りする入り口であり、出口はこのトンネルだけだというわけだね」


　「はい、そして夕方五時には道路が閉鎖になるという、この特殊な条件で」


　「誰が、キャベツを盗んだの？というわけだね」


　「この辺りはキャベツが特産なんで、無人販売に置いても、バスの乗客ぐらいしか買わないんですがね、不思議な事もあるもんですぅ」


　「しかし…」


　ちらりと木綿豆腐がキャベツの値段を見ると。


　（安いよな）


　キャベツが三玉で百円の立て札。


　「いや、最近値上がりしたんですわ、前まで５玉で百円でして」


　値段に衝撃を受けたが、犯人は山に食べ物がないために降りてきた熊で。たまたま視界にいた教授（豆腐）が熊に追われている間に、猟銃で熊を打って事件は収束した。


　「はぁはぁ、下山口くん、熊はさすがに私の専門外だよ」

　教授は珍しく、腹（いつもら下になっている部分）を見せながら、そういった。



　

　












    罪の告白
    


　揉め事には美人が関わっていることが多い、そう、美人はそれだけで事件なのである。


　


　


　「サチユタカ教授ですね？」


　豆大（とうだい）社会学凝固講座のサチユタカ（木綿豆腐）は、まずこの辺では見かけることがない、とても美しい女性に呼び止められた。


　（そして、随分と色気がある、まるで九条ネギとすりおろしたての生姜を乗せた冷や奴みたいだ）


　「所であなたは？」


　「私の罪を聞いてもらいたく参りました」


　「私を神父と間違えているんじゃやいか？」


　「いいえ、あなたならきっと目をそらさずに聞いていただけると思います」


　「…わかった、聞こう」


　よくある愛憎劇だ。


　愛した物に、愛されなかったために憎しみ、そして罪を犯す。


　「あなたは本気で、その人を愛したんだね」


　「はい、そうです」


　化粧も取れて、どのような素顔をしているのかも見えてきている。
　

　「これからどうなるかわかりませんが、警察に行ってきます」


　「それがいい、タクシーを呼ぼう、私も付きそうよ」


　警察署の前にて。


　「ところで君は、誰に私のことを聞いたんだね？」


　「彼を勢い任せで殴ってしまって、その後わけがわからなくなったんです、そこで呆然としていたら、教授と同じ豆腐さんがいて、教授さんよりツヤツヤでしたから、あれはきっと絹ごし豆腐さんですね、その方が教授のところに行けば、話を聞いてくれると…」


　「まあ、豆腐はあっちこっちにいるからね、誰だろう？」


　とはいったものの、サチユタカの頭の中に、親友であるあの絹ごし豆腐を思い出させたのは確かであった。

　












    それ以外でお願いします
    


　「下山口くん、問題を出すぞ」


　パタパタ


　豆大（とうだい）社会学凝固講座の教授サチユタカ（木綿豆腐）がテーブルの上を転がった。


　「さあ、今の私の正面はどっちかね、答えなさい」


　「声が出てる、横右側面が正面です」


　


　


　「ま、待った！それは無しだ」


　教授の頭の中には、そういう解き方をしてくるという予想ではないので、あせった。

　「それは無しでお願いします」


　パタパタ

　また再び転がって、今度は声を出さない。


　キラ


　下山口は小銭入れに入っているサイコロを取り出して、教授が転がった通りにサイコロを動かして。


　「こっちが正面です」


　「当たりだ」


　本来は計算で出してほしかったのだが、下山口の独創性には驚かされているので。

　「まあ、今日の所はこれでいいが、計算の方法も覚えておきなさい」


　「先生って、私が言うのもなんだけど、私たちに甘いよね」


　もう一人の講座所属の学生、居待はそんな二人のやりとりを、スナック片手に見ながら、そういった。　












    no joke
    


　「先生はどうして、探偵になったのか、聞いてもいいですか？」


　豆大（とうだい）社会学部凝固講座に所属する下山口が、サチユタカ教授（木綿豆腐）に聞いてみた。


　「とある事件があってね」


　


　


　「この中に、豆腐じゃないものがいます」


　□□□□□□□□□□□□□□


　「何だって！」


　「私は冗談で、そんな事を口にすると思いますか？」


　仲のいい集まりだった。


　それがたった一言で、隣にいるのが、豆腐ではないんじゃないかと、疑うようになるのだ。


　「食べてもらえばわかる」


　「いいや、そんな事をしなくても、誰か、鍋を準備するのだ」


　豆腐達は昆布ダシがたっぷりと入った土鍋を準備しようとしていた、それだけ己が豆腐であるということに、誇りを持っていたのだ。


　チャプ


　チャプ


　次々と豆腐が土鍋に入っていくが、ためらう奴が出てきた。


　「おい、どうした？」


　「さぁ、早く、味のハーモニーを奏でようじゃないか？」


　「実は俺、豆腐じゃないんだ、豆乳石鹸だったんだ！！」


　豆腐でないものの叫びはそれはそれは、切なく悲しい。


　



　「憧れてはいるが、決して届かない故に罪を犯す、そんなのがとても悲しくてね、なんとかならないかって、それで…私は」


　そこで凝固講座のもう一人の学生、居待が現れて。


　ヒョイとお菓子を片付けた。


　「私、まだ食べてないよ」


　サチユタカ教授はジャンプしたが、届かなかった。


　「食べないかと思いました」
 　「教授って、いつも真面目に話しても、真面目に終わらないよな」


　冗談抜きでそうだった。












    不審物
    



　「この時期になると、変なのが出るから気をつけるように、通達出ているから」


　「不審者ですか？」


　「まあ、不審者というか、不審者には違いないんだが」


　豆大（とうだい）社会学部凝固講座。


　


　「あれ？」


　「どうした？」


　「いや、今そこに何かがいたような…」


　「えっ？嘘だろう？」


　その何かがいたような辺りを目を凝らしてる。


　「何もいないな」


　「そうか…気のせいかな」


　スッ！


　何かが通り過ぎたのを二人は見てしまった。


　「うわ～」


　「ギャー」


　


　


　「この時期かな、毎年起こるんだよね」


　下山口は知っていた、それは豆腐だということを！


　豆大の周囲には他の大学や高校があり、何も知らない人が、入学と同時に引っ越してくると、豆大の生徒（八割が大豆系）を始めて見ると驚くと言うことを。


　「だから下山口くんも、注意してね、何かあってからじゃ、遅いんだからね！」

　　












    徹夜する体力はありません
    


　「下山口くん、残念だよ、君はとても優秀な学生だったのに…」


　「教授…」


　「今なら、まだ間に合う…」

　「教授、下山口くんも、何で『犯人はお前だ！』ごっこしているんですか？」


　ある日の豆大（とうだい）社会学部凝固講座。

　「居待さん、せめて教授が犯人はお前だ！っていうセリフまでは言わせてあげないと」


　いじけ教授涙塩味（木綿豆腐）


　「一回やらせると癖になるから、ダメよ」


　「実際に起きる事件は、犯人は君だっていう感じだと、解決しないからね、そんなセリフはね、言わないんだよね」


　「教授は力ないからな…」


　「結構豆腐の教授さん達は、武道家だったりするじゃん」


　「そうだね、気持ちはわかるんだよ、豆腐って軟弱に見られるから、強くなりたいって」


　現金輸送の仕事についている豆腐もいます。


　「うちの教授は、豆腐のイメージそのまんまだからな」


　軟弱です。


　徹夜する体力がありません


　早起きです。


　「霊長類研究をされているナカセンナリ教授（木綿豆腐）の話は聞いたことある？」


　カバに餌として間違われそうになっても、自慢の拳法で培われた体力で事なきを得たという。


　「男として、尊敬するね！」


　男って、人も豆腐もアホかなと居待は思った。

　












    まだ諦めてはいない
    



　俺は探偵だ、見た目と違って、かなりハードボイルだ、嘘だと思うなら、熱湯を張った鍋でも用意してくれ、すぐに証明してみせる。


　おおっと、依頼人の登場って奴だ、いつも引く手数多というのは、嬉しいが、この稼業じゃ、ちょっと複雑だ。


　何々、そうか、それは俺の出番だ、行くぜ相棒、忙しくなるぞ！


　


　


　「私の理想としてはこんな感じで…」


　豆大（とうだい）のサチユタカ教授はわざわざプレゼンテーション用ソフトを使って、講座に所属する学生に説明したのだが。


　「無理」


　「ハードボイル（熱湯）には確かに耐えれるけど、それ以外は難しいかな」


　「くっ！」

　否定されたが、まだ教授は諦めてはいない。












    左利きのどこが悪い
    


　「違和感を感じないか？」


　「違和感ですか？」


　豆大（とうだい）のサチユタカ教授は、現状が気になった。


　「俺にはわかりませんが？」
　助手を務める下山口が正直に自分の気持ちを話すのが。


　「ふぅむ」


 　「現状にの残された豆腐を見ても、わからないですよ」


　と下山口が台所に立つように、包丁で豆腐を切るような仕草をした。


　「あー！」


　「わかったんですか？」


　「犯人は左利きだよ」


　その豆腐の切り方がヒントになり、今回の事件は解決に導かれた。




　「こうして、教授は『左利きのどこが悪い』事件を解決したと…」


　居待が教授の命令によって、事件解決の記録をつけていた。


　「あぁ、凄く面倒くさい！」












    やけに早く痺れるのですよ
    


　「犯人は…」


　サチユタカ教授（木綿豆腐）は、真相にたどり着く。


　「カルシウムだ」


　「えっ？」


　サチユタカ教授の前に座る女性は、意外な事実に、両手で口を覆った。


　「カルシウムって、私は牛乳とか、ヨーグルトとか飲んでて…」


　「しかし、先ほど正座した時に、やけに早く足が痺れていたじゃないか？」


　「それは…でも、誰でも足が痺れるんじゃ？」


　「しかしだ、下山口くんと居待さんと一緒に座っていたことも考えると、あなたの足はあまりにも早く痺れるのですよ、カルシウム不足の典型的な症状です」


　「では私はどうすれば？」


　「牛乳はこれ以上飲むよりは、水にしなさい、硬水のミネラルウォーター、カルシウムは50ミリ以下の物を、コップ二杯も一日に飲めば、それは改善されるでしょう」


　「わかりました、今日の帰りに買って帰ろうと思います」


　


　


　「教授、この間の相談者さんがさっき訪ねて来られました」


　「何だって？」


　「お陰様で、肌も綺麗になりましただそうです、お土産もくれましたよ」


　「何だろう…もずくスープ！」


　「旨いらしいですよ、これ」


　下山口が検索。


　「早速お湯を沸かしたまえ！」


　「もう準備完了であります」


　もずくスープはとっても美味しかったです。

 












    いつもは混まないのですが
    


　「帽子、落ちましたよ」


　「あっ、すいません…」


　木綿豆腐のサチユタカが、落ちた帽子を教えると、男はそれに気がついて拾う。


　「私、この店、初めてなんですが、どのランチがオススメですかね？」


　「あぁ、この店なら…」


　そして、混んでいたために、男はサチユタカと相席になる。


　「いつもは混まないんですがね」


　「気になってはいたんですが、今日は勇気を持って食べてみようと思ったんですよ」


　「そうですか、後30分もすれば席も空くでしょう」


　「常連さんですか？」


　「ええ、仕事が一息つくとここにきますね」


　「失礼ですが、お仕事は何を？」


　「私は豆大（とうだい）で学生に教えています」


　「先生でしたか、それはそれは…」


　「悩み事ですか？」


　「まあ、ちょっとしたことなんですがね」


　サチユタカは少し気になったので、雑談を始めた。


　「やっぱり今は不況ですからね、大変なんですよ」


　「新規事業を立ち上げる際でしたら、古今東西の創業者を参考にすればいいですよ」


　「そんなものなんですか？」


　「ええ、豆大の図書館に、創業者の本を集めたコーナーがありますが」」




　この時のやりとりをサチユタカは忘れていたが、このことが、豆大（とうだい）で一番人気がない社会学部凝固の講座の存続に重要な影響を与えることになる。


　「そうですね、豆大に寄付を考えているのですが、そのためには条件がありますね、それを飲んでくれるかどうか…というところですか」

　

　

　　












    長かったから、落ち着かないんだよ。
    


　「あっ、二人とも、ちょっとはなしがあるんだ」


　豆大（とうだい）の社会学部凝固講座のサチユタカ教授（木綿豆腐）から、所属する学生下山口くんと居待さんに報告があった。


　「万年、金食い虫とイヤミを言われ続けていた、この講座が、ついにセンター取ることができました！」
　ただし学生は増えない。


　「どういうことですか？」


　「学長の愛人とのデートの現場を押さえたんですか！」


　「いや、そうじゃなくて、えっ？下山口くん、それ本当？」


　「違うんですか？」


　「違うんだけど…」


　学長（油揚げ）は婿養子です。


　「それは…大問題じゃない？」


　「ええ、だから教授が現場を抑えて、学長の方から、サチユタカくん、私も家族というものがあってね、黙っててくれないかなっていって、裏取引あったんですよね」


　「違うんだけど、そうか、学長がね、奥さん知ったら、学長がカットされて、味噌汁に入れられ、学食に出ちゃうよね」


　「学長になるだけあって、旨いと思います」


　「これだから天然二人は」


　居待はイライラして。


　「その裏取引かは知らないけども、いつもは予算の無駄遣いって怒る事務が、今度からはサチユタカ教授の探偵業に関しては全面的に認めることになったんですよね？」


　「あぁ、そうそう、今までは私の給料とかバイトで足りないもの出していたんだけど、それがなくなったんだ」　


　けどもバイトはします。


　「貧乏が長かったから、落ち着かないんだよ」


　教授のバイト、蕎麦屋の蕎麦を、ビニール袋にきちんと11玉詰める作業。  












    事件に豆腐を入れたら解決する。
    


　「文章からの内容から、例え性別や年齢を知らなくても、推測出来ることはたくさんあります」


　豆大（とうだい）サチユタカ教授（木綿豆腐）のワークショップ。



　『北欧雑貨を買っちゃった！』


　


　「この一文だと、女性かと思われますが、この文に添付された画像から、私が男性だと思ったわけは…」


　ワークショップが終わって、一人の男性が話しかけてくる。


　「このワークショップのおかげで、私のネトゲで邪竜スパーダを倒しに行く約束をしてるマミヤちゃん（魔法使い／レベル48）が男だってわかりました」


　やけに課金しようよと進めてきたらしい。


　「まあ、最近はプロの詐欺師はなかなかいないですからね、安易に普通の人が詐欺行為しちゃうのかなと、気がついていただいただけで、このワークショップは意味があるのかなと」


　「よく知らないまま、これから知るんじゃなくて、その人がどんな人か、過去ログ見て、それでもわからない場合は、教授に相談しますよ」


　まあ、被害が出るよりはいいだろう…と思ったのだが、この男は何かに巻き込まれても、決して懲りず、しかもサチユタカ教授に相談してくるようになる。


　「教授、お客さんです」


　「またなのね…」


　下山口は快く応対し、居待はあきれてる。


　「サチユタカ教授、大変なんですよ」


　「また、君か」
　

　


　


　悪意があればそこに事件は生まれる、事件に豆腐を入れたら解決する。

　　

　

　












    あなたを探しに行こう
    


　「あ～彼氏、欲しい、でも誰でもいいってわけでもなくて、何て言えばいいのかな」


　会えばわかるっていうか。


　夕食も上の空だ。


　「ねぇ、大丈夫？」


　いつもと箸の使い方が違うというのが、食卓に上がる冷や奴が聞いてきた。


　「じゃあ、いいものあげるよ」


　赤い糸が見える大豆をもらった。


　「探す時の目安にしてください」


　明日は休みだし、この大豆を食べて、あなたを探しに行こう。






